














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)「時事寓感 帝国主義と世界主義J 『教育時論』 第803号 明治40年8月5日 p36
(2)「牧野文相の講演 ◎道徳講演 五月三日 日本弘道会におて」 同前誌 第831号 切治41年5月15日 p
18
0)「牧野文相の講演 ◎教育講演 五月四国 小学校教員会に船て」 同前誌 pp 19～20
(4)「体操奨励方針」 同前誌 第868号 明治42年5月25日 pp 22～3














なる訳である」 (「文相の国民教育意見」 同前誌 第887号 明治42年12月5日 p35)と述べている。
9)「長谷部文相演説」同前誌 第972号 明治45年4月15日 p33
文相は明治45年5月4日,全国小学校長会議出席者を官邸に招待した際にも同様の演説を行っている。(「長
谷部文相の訓示J 同前誌 第975号 明治45年5月15日 p47)




⑬)同 誌 pp l～3
10 この経済教育論は,大正期教育思想の根底を形成していくことになる。この点に関しては伊津野朋弘 『大
正デモクラシー下の教育』(明治図書 1976 pp 63～89を)参照されたい。
こう 宮城県教育委員会編 『宮城教育百年史避 第 1巻 昭和51年 p610
tか 同 前 p611
1) 『教育時論』 第757号 明治39年4月25日 pp 41～2
1, 上倉裕二 『山形県教育史』 昭和27年 武田活版所 pp 308～309
10同前 p309
10同前 p309
10 同 前 p325
10同前 p328
10同前 pp 326～327
9D 「中学校の体育」 同 誌 第975号 明治45年5月15日 p2 傍点同誌
9む 「社説 中学校長会議 (諮問事項に就て)J 同前誌 第974号 明治45年5月5日 pp l～2 傍点同誌


















ればならぬ」(同 前 pp 309～310)と記している。
90 同 書 育英舎 自序 pp 2～3
90 同 前 p96
90 同 前 p3
90同前 p4
90同前 pp 4～6
120  同  前  p 7
00同前 p18
0D 同 前 p24
0り 同 前 p25
130  「尋  言t  p25
00同前 p25
00 同 前 p34
00同前 pp 35～36
0り 同 前 p100表91よp97図9イまp154





り 同 前 p104
8か 同 前 p105～106 傍点高島
“





り 同 前 p l15
10同前 p l16
10同前 p l17





⑦  同  前  pp 146-147
6)同 前 pp 147～149
60 同 前 pp 131～132
60 同 前 p158
15bl同前 pp 158～159
671  同  前  p160




61 同 書 開発社 p2
6)同 前 p6
6)同前 pp 54～55
60 同 前 p10
16「Dl  同  前  pp 10-11
60同前 p165
60 同 前 p166
60同前 pp 168～169
160  F]  肯i pl15
90 日本体育会編 前掲書








TD 同 前 序辞 pp 6～8
(冊)同 前 pp 37～8
1741  同  前  pp 80～1
1751  F]  高i p155
90 同 前 「遊戯論」 p63
入江克己 :日本近代体育の思想と実践 (5)
90同前 p63
1781  同  前  p65
90  同  前  p68
130  同  前  p77
00 同 誌 第872号 明治42年7月5日 p7
0D 同前誌 第962号 明治45年1月5日 pp 16～7
00 同 誌 第834号 明治40年6月15日
Gり 同前誌 第819号 明治41年1月15日
00 同前誌 第782号 明治40年1月5日




れば,余り多く画―を求めるといふ様な弊風があつた」 (「地方教育の発展」 同前誌 第935号 明治44年4
月5日 p4)と地方教育の主体性を主張している。
00 「体操科の実際J 同会編 『体操遊戯講演集』 大日本図書 同年 p146
80同前 p164
00同前 pp 166～1 7
00 「普通教育に於ける体操科の方針J 同 前 p191
00 「体育教授の教育における地位及其心理的研究」 同 前 p231
0) 「体操の統一に就て」 同 前 pp 296～297
1931「体操の原理及教授法」 同 前 p18
00 F新撰各科教授法』 宝文館 明治43年 pp 291～292
1951  同  前  p297
00 『初等教育最近実際問題の研究』 宝文館 明治43年 p7
00 同 前 p7
00同前 p89
00同前 p108
Qω 同 前 p15
QO)同前 p26
t働 同 前 p26
tOD同前 p26
10' 同 前 p9









遅々たる。」 (「時文一束J 同前誌 第928号 明治44年1月25日 p34所収)
t耐 同 誌 第854号 明治42年1月5日 pp 22～3
tけ 沢柳は,大正 3年6月21日,本郷元町小学校における教育教授研究会 (会長沢柳)の席上で,「修身教授開始
の学年に就いて」講演し,低学年からの修身教育を批判している。
仙〕 『沢柳政太郎全集』 第1巻 国土社 p21
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第 28.巻 第 1号
llD 同 前 p12B
側 同 前 p.22
1"同前 p22
1欝 日 前 。22
1蛉 周1 前 025
tη 同 前 p26
Ql'同前 p301
1け 同 前 p30
側 同 前 '30-32 伝点沢柳
t′)同 前 p46
け 同 前 p粥
い 同 前 p94
t4同 前 094
齢 同 前 p143
働 「教育学五判」 同 前 pp 33s～386
t2,『実際的教育学』 ,232
側 同 前 02“





Q31 同 前 0掬6
岬 同 前 p.242
119
参 考 文 献
伊津野朋弘 「大正期教師 '修養論』の思想―新教育論との関連を中,いに一」C)第ワ3巻 第1号 昭和47年
鶉 論 F犬正自由主義体育1思想の研究 (1)」 鳥取大学教育学部研究報告
和51年
北海道教育大学紀要 (第■部
(教育科学)第18巻 第1号 昭
(昭和61年4月15日受理)

